
鹿島公共職業安定所における雇用保険受給資格者証の誤交付について 

 

令和６年３月 18日 

 

佐賀労働局（局長 重河 真弓）は、鹿島公共職業安定所（以下「鹿島所」という。）にお

ける雇用保険受給資格者証（以下「受給資格者証」という。）の誤交付について、下記のと

おり確認の上、必要な措置を講じましたので、概要をお知らせいたします。 

 

記 

１ 事案の概要 

  雇用保険受給者Ａ（以下「受給者Ａ」という。）は、求人企業説明会に参加するため、

鹿島所を訪れ、説明会終了後、受給資格者証に求職活動の証明を受けるため（※）、鹿島

所の職員Ｂに受給資格者証を提出した。本来であれば、直ちに受給資格者証を返却すべき

ところ、受給者Ａがそのまま企業との個別面談に入ったため、職員Ｂは受給資格者証を預

かり、クリアファイルに入れて保管した。 

  受給者Ａの個別面談中に、別の雇用保険受給者Ｃ（以下「受給者Ｃ」という。）から受

給資格者証への求職活動の証明を求められた際、職員Ｂは誤って受給者Ａの受給資格者証

が入ったクリアファイルに受給者Ｃの受給資格者証を入れて返却したもの。 

  誤交付した受給資格者証には受給者Ａの氏名、性別、離職時年齢、生年月日、口座番号、

離職年月日、離職時賃金日額、雇用保険の基本手当日額などが記載されていた。 

 （※）雇用保険を受給するためには、求職活動実績が必要であり、公共職業安定所で求職活動を行った場合

は、求職活動を行った証明を受給資格者証に行っている。 

 

２ 事案経過等 

(1) 令和６年２月 29日、鹿島所で開催した求人企業説明会に受給者Ａが参加し、説明会

終了後に求職活動実績の証明を受けるため、受給資格者証を鹿島所の職員Ｂに提出し

た。受給者Ａがそのまま企業との個別面談に入ったため、職員Ｂは受給資格者証を預

かり、クリアファイルに入れて保管した。 

(2) 職員Ｂは、他の参加者である受給者Ｃの受給資格者証に求職活動の証明を行い、返

却を行う際、誤って受給者Ａの受給資格者証が入ったクリアファイルに受給者Ｃの受

給資格者証を入れて返却した。 

(3) 同年３月４日、鹿島所に受給者Ａから受給資格者証の返却を受けていないとの電話

があり、鹿島所内を探索したが見つからなかったため、２月 29日の求人企業説明会の

参加者全員に連絡し確認を行うこととした。 



(4) 翌３月５日、昨日連絡が取れなかった受給者Ｃに電話で確認したところ、受給者Ａ

の受給資格者証を持っていることを確認し、個人情報の誤交付が発覚した。 

(5) 同日、受給者Ｃが雇用保険の手続きのため鹿島所に来所した際に、受給者Ａの受給

資格者証を回収するとともに、鹿島所長等から経緯の説明と謝罪を行った。 

(6) 同日、受給者Ａが雇用保険の手続きのため鹿島所に来所し、鹿島所長等から受給資

格者証の返却を行うとともに、経緯の説明と謝罪を行い、本人の了解を得た。 

 

３ 発生の原因 

(1)  受給者Ａの受給資格者証に求職活動の証明を行う際に、直ちに本人に返却せず、ま

た、受給者Ｃに受給資格者証を返却する際、クリアファイルに受給者Ａの受給資格者証

が入っていることを失念し、クリアファイルに他の書類が入っているかを十分に確認

せずに、受給者Ｃの受給資格者証を入れて返却するなど、個人情報の適正な管理のため

に必要な基本動作が徹底されなかったこと。 

 (2) ２月 29 日に開催した求人企業説明会は参加者が多かったのにも関わらず、求職活

動の証明等の事務を職員Ｂが１人で対応しており、体制が不十分であったこと。 

 

４ 再発防止策 

(1) 鹿島所においては、３月５日に緊急職員会議を開催し、所長から事案の概要を説明

するとともに、個人情報の誤交付が生じないよう、①個人情報が記載された書類を取

り扱う場合は本人に直ちに返却する、書類返却時に他の書類が紛れていないか確認を

行うなどの基本動作の徹底、②今後求人企業説明会等のイベント開催時は複数名で運

営すること、③求職活動の証明方法について受給資格者証に記載するのでなく、証明

書の交付する方法に見直すことについて指示を行い、翌３月６日に、各課長・統括職

業指導官から全職員・非常勤職員に事案の概要説明と再発防止策について研修を行う

とともに、書類の返却時等において基本動作が確実に行われているか目視で点検を行

った。 

   また、全職員・非常勤職員を対象に漏えい防止チェックリストによる自己点検を実

施した。 

(2) 佐賀労働局においては、職業安定課長が鹿島所を訪問し、鹿島所における事務処理

の状況、事務処理体制などを確認し、個人情報の誤交付が生じないよう、書類の返却

や郵送時における基本動作の徹底、イベント開催時の体制の確保について指示を行っ

た。 

また、３月６日に緊急安定所長等会議を開催して、職業安定部長から本件事案を説

明するとともに、管内全所において個人情報の誤交付が生じないよう、①求職活動の



証明方法の確認・見直しを検討すること、②個人情報が記載された書類を取り扱う場

合は本人に直ちに返却する、書類返却時に他の書類が紛れていないか確認を行うなど

の基本動作を徹底すること、③イベント開催時の体制を確認し必要な場合は改善を図

ることを指示した。 

さらに、総務課から局内の部室長、課室長、労働基準監督署長、公共職業安定所長

に対して、今回の事案の概要を周知するとともに、個人情報の適正な管理を徹底する

よう指示した。 

  (3) ３月７日、佐賀労働局議において、総務部長から幹部職員に対し、事案の説明を行

い、注意喚起を行うとともに同様の事案が発生しないよう、個人情報の漏えい防止対

策の徹底について指示した。今後、事案の概要とあわせ、個人情報漏えい防止対策の

徹底について文書により指示する予定である。 
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